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背景：筑波研究学園都市
筑波研究学園都市とは
1963 年の閣議決定により建設開始（まもなく50 周年）
目的： 高水準の科学技術・学術研究・高等教育のための拠点
現在 国立 独法 民間 300以上の研究機関 事業所が立地： ， ， ・
我が国最大の研究開発集積地
「域内に複数の公的研究機関が集積している
利点を生かした研究開発の連携や融合に取
り組む」
第3 期科学技術基本計画
（2006 年3 月閣議決定）
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目的：“コンテンツの構造的可視化””
研究所ではWebサイ
Googleで検索すれば、
すぐに出てきますよ
トで情報を公開してい
ます
ロケットエンジンを
検索したら
49万ページも！
筑波研究所って名
前だけど、所在地は
栃木じ ないか！ 研究学園都市ではゃ
新たな検索
地球温暖化について
どんな研究をしている
のかな？
一般ユ ザのコンテンツへの容易なアクセスには
・
発見パスを
構築
ー 、
コンテンツ間の関連付け、ネットワーク化等が必要！
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成果(1) コンテンツ構造化
研究者
つくばWAN
研究所大学
情報資源共有研究会 民間企業
自治体
筑波研究学園都市の研究者と
意見交換・情報交換 → 協同 TOL  
つくばオ プンラボ
TKR
つくば知的資源
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ー
サイバーモール
5
成果(2) 構造化：TSRシソーラスの作成
類
つくばの約45研究機関のURL3,300件を収集した二つのDB
分
加工
TOL  TKR
つくばオープンラボ つくば知的資源
サイバーモール
JSTシソーラス及び日経シソーラスを
ベ スに独自シソ ラスを作成ー ー
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成果(3) 可視化：つくばシャーレ
科学に興味を持つ高校生レベルの利用者にも、
親しみを持って利用してもらえるよう科学実験
のモチーフにデザイン
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課題と今後の展望
` インターフェースの改良 |データの充実
` 虫眼鏡の＋と－
` シャーレの保存
真
` データベース
` 文献
説 概` イラスト、写 ` 明・ 要
` 関連付け、ネットワーク化、
再構成
TSRのフ カスォー ：
「コンテンツ集積」の先にある
「コンテンツ利用」へ
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ご意見をお寄せください
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